On the plan of construcitng the history of Chinese dictionaries investigated from the point of arrangements of Chinese characters by 花登  正宏
収録字の配列方法より考察する中国辞書史の構想














































































































































































































































































































































母)に配当し､それらを牙苦(見渓群疑) ･舌頭音(端透定泥) °舌上苦(知徹澄娘) ･重












































































































































韻』の声母を示した表で､ (1)牙音を｢角音｣､ (2) (a)舌頭音を｢微音｣､ (3) (a)
























































































































･9許慎の叙に､ ｢其建首也,立-為尚, -･･･畢終於亥,知化窮其｣ (部首をたてるについ
ては､ ｢-｣をその始めとし､ -- ｢亥｣に終わる｡そこで､物事の変化を知り､宇宙の
原理を窮める)とある｡






































*22 Ⅰはinitialで声母､ Mはmedialで介母､ Vはvowelで主母音､ Eはendingで韻尾､
Tはtoneで声調を表す｡
*23顔之推『顔氏家訓』 ｢苦辞篇｣ ･陸徳明E経典釈文』巻1 ｢条例｣参照o



















辞書の研究』 (講談社､ 1955年)ほかを挙げている｡ 『中国字書史の研究』 380頁参照｡


































*46松尾良樹氏は､ 『礼部韻略』 ･ 『集韻』の韻目下に付された通用とされる韻について､
その2あるいは3韻をひとつの押韻の枠として1と数え直すと､ 108になると指摘するC
｢二百六韻と百六韻｣ (『国語科通信』第　三十七号､ 1978年)
*47 『改併五苦集韻』の韻目数は160､ 『古今韻会挙要』は107である｡
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*48 『中原音韻』では､入声は平声･上声･去声のいずれかに入れられ､独立の声調とし
ては立てられていない｡
*49いま､清の弐載の『詞林正韻』をその代表として説明する｡なお､本節を草するに当
たっては､拙稿｢詞韻の書について｣ (『東北大学文学部研究年報』第43号､平成6年3
月)を参照した｡
*50滴･沈乗磨撰『韻学蛸珠』 (1792年序)には野声韻21韻の他に､入声韻8韻があり､南
曲に対応できるようになっている｡
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